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７．１ 避難勧告・指示の状況 

 

 能登半島地震による、避難勧告・指示等の状況は以下のとおりである。 

 

（１）避難勧告 

 能登半島地震における避難勧告の発令状況は以下のとおりであり、表に示すと表 7.1.1 のとお

りである。 

 

・3 月 26 日（月） 14:10 避難勧告 、 同解除 4 月 1 日 15:50 

輪島市門前町内保 2世帯 3名、門前町嶺 1世帯 1名に余震の状況により、家屋倒壊する恐れが

あるため避難勧告を発令した。 

 

・3 月 31 日（土） 17:12 避難勧告 、 同解除 4 月 5 日 9:00 

輪島市大沢町地内 6世帯 9人に、落石の恐れがあり、避難勧告を発令した。 

 

表 7.1.1 能登半島地震における避難勧告 

（世帯、人） 

都道府県 市町村名 対象世帯数 対象人数 避難者数 勧告日時 解除日時 

3 4 0 3/26 14:10 4/1 15:50
石川県 輪島市 

6 9 0 3/31 17:12 4/5  9:00

合  計 9 13 0  

 

（２）避難指示 

 能登半島地震における避難指示は発令されなかった。 

 

（３）自主避難等 

 避難勧告・指示が発令されなかったものの、自主的に避難所に避難した方々の状況は、表 7.1.2

のとおりである。 

 

表 7.1.2 ピーク時(平成 19 年 3 月 26 日 6:00)の自主避難者数と避難所数の状況（避難勧告含む） 

（人・ヵ所） 

避難種別 七尾市 輪島市 珠洲市 志賀町 中能登町 穴水町 能登町 計 

避難勧告 0 13 注１ 0 0 0 ０ ０ 13 人 

自主避難 60 2,214 0 198 3 136 13 2,624 人

避難所数 7 26 0 6 1 6 1 47 ヵ所 

注１ 輪島市の避難勧告は 3月 26 日に 4人、3月 31 日に 9人の計 13 人 

注２ 平成 19 年 5 月 3日に全ての避難所が閉鎖される。 

 

（出典）輪島市：輪島市提供資料、 

    奥能登広域圏消防本部：平成 19 年能登半島地震の概要,平成 20 年 6 月 6日（最終報告） 

    石川県：平成 19 年度能登半島地震に関する被害状況について,平成 19 年 9 月 16 日 
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７．２ 避難誘導 

 

平成 19 年 3 月 25 日に発生した能登半島地震は、石川県七尾市、輪島市、穴水町の震度 6強を

最高に、石川県能登半島を中心に大きな被害を与えた。 

石川県では延べ 3,487 人の消防団員が出動し、倒壊家屋の検索、警戒活動及び住民の避難誘導

等で活躍した。 

被害の最も大きかった石川県輪島市の深見地区では、道路の寸断により、一時的に孤立集落が

発生し、その地区の住民には、定置網船等にて集団避難を行った。 

 

＜3 月 25 日＞ 

門前町六郎木、深見地区 道路寸断により一時孤立 停電 

門前町六郎木地区 8 世帯 16 人、深見地区 37 世帯 87 人、漁協手配の定置網船で深見漁港から

鹿磯漁港へ移動し、市のマイクロバスで門前西小学校へ避難、船に乗れない人は、崖崩れの隙

間（市道道下深見線）を縫って徒歩により避難 

 

＜3 月 26 日＞ 

 13:00 門前町深見地区道路（五十洲深見線）の復旧により孤立は解除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7.2.1 深見地区から船で避難 

（輪島市門前町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7.2.2 崩落した市道道下深見線を徒歩で避難 

 

 

（出典）輪島市提供資料


